
信教の自由を守ろう
信 仰 心 を 広 め よ う
宗教協力を進めよう
世界の平和に貢献しよう

新宗連スローガン

《今号の紙面から》

令
和
５
年
度
事
業
大
綱
案
、

会
議
・
行
事
予
定
な
ど
承
認
新宗連
理事会

ス
ロ
ー
ガ
ン
座
談
会
、２
回
が
終
了

結成周年記念事業を展開新宗連 巡
礼
団
派
遣
や
座
談
会
　
　

実
施
へ

原
爆
犠
牲
者
慰
霊
並
び
に
平
和
祈
願
式
典

総
支
部
・
協
議
会
に

関
す
る
運
営
を
確
認

全
国
総
支
部
会
議

新
宗
連
青
年
会
―

歴
代
委
員
長
座
談
会

健
康
幸
福
へ
の
道
を
歩
む

コ
ロ
ナ
禍
の
体
験
、終
息
を
祈
り
思
う
こ
と

祈りのことば

長
　
崎
―

月

日
―

広
　
島
―

月

日
―

＜
２
面
＞
　
新
宗
連
青
年
会
中
部
連
盟
「
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
、
同
九
州

連
盟
「
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
。

＜
４
面
＞
　
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
「
『
戦
争
を
超
え
、
和
解
へ
』
諸
宗
教
平
和
円
卓
会

議
」
、
日
本
宗
教
学
会
「
第

回
学
術
大
会
・
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
。

（
次
号
発
行
は

月
下
旬
の
予
定
で
す
）

　
令
和
元
年

月
末
か
ら
、
中
国

か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
は
数
カ
月
で
世
界
中
に
蔓
延

し
、
現
在
も
終
息
の
気
配
は
見
え

ま
せ
ん
。

　

月

日
の
新
規
感
染
者
は
全

国
で
３
万
１
８
０
１

人
、
私
が
住
む
北
海

道
は
３
１
５
８
人
。

通
算
死
亡
者
数
は
４

万
６
２
６
４
人
と
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。
北
海
道
の
数
は
全
国
に
比

べ
て
多
過
ぎ
る
気
が
し
ま
す
ね
。

ど
の
宗
教
で
も
信
者
さ
ん
は
高
齢

者
が
多
い
の
で
、
感
染
す
る
と
重

症
化
の
リ
ス
ク
が
高
く
対
応
に
は

注
意
が
必
要
で
す
。

　
当
院
は
病
気
平
癒
祈
願
が
主
体

で
す
が
、
そ
の
際
に
現
況
や
当
人

の
心
情
な
ど
を
長
時
間
か
け
て
面

談
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
依

頼
者
が
本
心
か
ら
納
得
し
て
祈
願

す
る
こ
と
が
大
切
だ
か
ら
で
す
。

で
も
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
に
は
会

話
や
接
触
を
減
ら
す
工
夫
が
必
要

で
す
。
自
宅
か
ら
当
院
ま
で
の
移

動
に
も
感
染
リ
ス
ク
が
あ
る
の

で
、
郵
送
や
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の

依
頼
方
法
が
主
体
と
な
り
ま
し
た
。

　
祭
典
行
事
で
も
多
人
数
の
集
合

を
避
け
て
一
人
ず
つ
間
隔
を
空
け

て
参
拝
し
て
い
ま
す
。
各
例
祭
で

は
恒
例
の
諸
祈
願
に
加
え
て
コ
ロ

ナ
感
染
予
防
と
早
期
終
息
を
願
っ

て
、
希
望
さ
れ
る
御
芳
名
を
祭
典

祝
詞
に
含
め
て
奏
上
し
て
お
り
ま

す
。流
石

さ
す
が

に
声
が
嗄か

れ
ま
し
た
が
、

医
療
従
事
者
の
苦
労
に
比
べ
れ
ば

と
頑
張
っ
て
ま
す
。

　
毎
朝
の
コ
ロ
ナ
終
息
祈
願
も
１

０
０
０
日
を
超
え
ま
し
た
。
マ
ス

ク
着
用
、う
が
い
手
洗
い
の
励
行
、

大
声
で
の
会
話
を
控
え
る
な
ど
普

段
か
ら
注
意
す
べ
き
心
構
え
が
増

え
ま
し
た
が
、
別
の
見
方
を
す
れ

ば
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
感
染
予

防
と
い
う
信
仰
を
創
っ
て
い
る
最

中
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
今
ま
で
は
当
然
だ

っ
た
健
康
と
安
全

が
、
各
人
の
自
覚
と

努
力
な
し
に
は
得
ら

れ
な
い
時
代
な
の
で
す
。
そ
し
て

私
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
の
宗
教

者
が
コ
ロ
ナ
終
息
を
祈
っ
て
い
る

は
ず
で
す
。
全
て
の
人
が
健
康
幸

福
へ
の
道
を
一
緒
に
歩
ん
で
い
る

の
だ
と
信
じ
て
く
だ
さ
い
。
善
念

善
来
。

　
（
加
納
理
孝
・
加
納
太
霊
教
院

　
　
院
長
）

第１１３８号

２０２２年（令和４年）

１０月３１日

新宗連会館とオンライン併用で開催した理事会

▶
広
島
―
参
列
者
一
同
で
黙
祷
を
捧
げ
る

▶
長
崎
―「
慰
霊
と
鎮
魂
の
祈
り
」を
奏
上

　
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
（
新
宗
連
、
石
倉
寿
一
理
事
長
）
は
現
在
、
結
成

周
年
記
念
の
諸
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。

月

、

日
に
長
崎
と
広
島
に
「
戦
争
犠
牲
者
、
自
然
災
害
犠
牲
者
慰
霊

供
養
（
巡
礼
）
団
」
を
派
遣
し
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
並
び
に
平
和
祈
願
式
典
を
執
行
、
９
月
か
ら
は
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
関
す
る
座
談
会
、
新
日
本
宗
教
青
年
会
連
盟
（
新
宗
連
青
年
会
、
宮
本
泰
克
委
員
長
）

の
歴
代
委
員
長
座
談
会
を
実
施
。
来
年
３
月
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
式
典
ま
で
記
念
事
業
を
実
施
す
る
。

　
新
宗
連
は

月
７
日
午
後
２

時
か
ら
、
新
宗
連
会
館
と
オ
ン

ラ
イ
ン
併
用
に
よ
る
「
第

期

第
１
回
全
国
総
支
部
会
議
」
を

開
催
し
た
。
前
日
に
開
催
し
た

第

期
第
２
回
理
事
会
の
報
告

が
あ
り
、
特
に
総
支
部
・
協
議

会
活
動
に
関
係
す
る
令
和
５
年

度
事
業
大
綱
や
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
伴
う
新

宗
連
全
体
の
運
営
に
つ
い
て
確

認
し
た
。

　
こ
の
後
、
将
来
構
想
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
の
提
案
事
項

と
し
て
、
総
支
部
・
協
議
会
の

運
営
方
針
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

運
営
に
関
す
る
特
記
事
項
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
　
各
総
支
部
・
協
議
会
か
ら

の
意
見
や
活
動
に
つ
い
て
の
近

況
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
後
も
見
据

え
た
課
題
や
展
望
に
つ
い
て
、

活
発
に
情
報
、
意
見
が
交
わ
さ

れ
た
。

　
新
宗
連
青
年
会
の
歴
代
委
員

長
座
談
会
は

月
５
日
午
後
１

時
か
ら
、
新
宗
連
会
館
で
開
催

さ
れ
た
。
１
９
９
１
（
平
成
３

年
）
年
の
新
宗
連
青
年
会
結
成


周
年
の
際
、
初
代
か
ら
第
６

代
の
歴
代
委
員
長
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
て
お
り
、
そ
れ
を
受
け
て
引

き
継
ぐ
意
味
も
あ
る
。

　
今
回
は
第
７
代
の
藤
井
庸
佐

氏
（
円
応
教
常
任
理
事
）
、
第

８
代
の
石
倉
寿
一
氏
（
大

會

教
団
会
長
）
、
第
９
代
の
古
田

島
康
氏
（
思
親
会
支
部
長
）
、

第

代
の
新
井
光
興
氏
（
救
世

真
教
会
長
）
、
第

代
の
力
久

道
臣
氏
（
善
隣
教
教
主
）
、
第


代
の
保
積
志
胤
氏
（
大
和
教

団
嗣
親
）
の
６
氏
が
出
席
し
、

進
行
役
は
新
宗
連
結
成

周
年

特
別
委
員
会
の
宮
本
泰
克
委
員

と
岡
野
孝
行
委
員
が
務
め
た
。

進
行
役
の
２
氏
は
、
現
在
の
新

宗
連
青
年
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
委

員
長
と
副
委
員
長
も
務
め
て
い

る
。

　
座
談
会
で
は
、
ま
ず
新
宗
連

青
年
会
へ
関
わ
っ
た
き
っ
か
け

や
各
委
員
長
時
代
の
思
い
出
が

話
さ
れ
、
ア
ジ
ア
青
年
平
和
使

節
団
な
ど
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

一
委
員
や
団
員
と
し
て
参
加
し

た
共
通
の
思
い
出
も
あ
り
、
数

十
年
前
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
、
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

　
最
後
に
、
現
在
と
こ
れ
か
ら

の
青
年
（
会
）
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の

歴
史
や
蓄
積
の
継
承
だ
け
で
な

く
、
新
た
な
発
想
で
歴
史
を
紡

い
で
い
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う

よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
な
さ
れ

た
。

　
新
宗
連（
石
倉
寿
一
理
事
長
）

は

月
６
日
午
後
１
時
半
か

ら
、
東
京
・
代
々
木
の
新
宗
連

会
館
と
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
に
よ

る
「
第

期
第

２
回
理
事
会
」

を
開
催
し
た
。

　
令
和
４
年
度

上
半
期
の
新
宗

連
本
部
並
び
に

委
員
会
・
機
関
、

新
日
本
宗
教
青

年
会
連
盟
（
新

宗
連
青
年
会
）、

総
支
部
・
協
議

会
等
の
活
動
状

況
を
報
告
し
た

後
、
審
議
に
移

っ
た
。

　
審
議
事
項
で

は
、
令
和
４
年

度
の
活
動
方
針

と
重
点
課
題
を
継
続
す
る
令
和

５
年
度
事
業
大
綱
案
に
つ
い
て

説
明
し
、
提
案
。
併
せ
て
令
和

５
年
事
業
計
画
策
定
に
あ
た
っ

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
に
伴
う
新
宗
連
全
体
の

運
営
に
つ
い
て
の
補
足
事
項

と
、
行
事
や
会
議
の
際
に
読
み

上
げ
る
「
祈
り
の
こ
と
ば
」

（
昨
年
１
月
改
訂
、
『
栞
』
参

照
）
の
継
続
、
令
和
５
年
度
の

主
な
会
議
・
行
事
予
定
に
つ
い

て
も
そ
れ
ぞ
れ
説
明
と
提
案
が

行
わ
れ
審
議
の
結
果
、
原
案
通

り
承
認
し
た
。

　
令
和
５
年
度
事
業
大
綱
は
前

年
度
の
大
綱
を
継
続
す
る
内
容

だ
が
、
５
点
の
重
点
課
題
の
一

つ
、
国
際
情
勢
と
地
球
環
境
危

機
等
の
注
視
に
関
す
る
一
文
の

後
半
を
「
戦
争
犠
牲
者
、
自
然

災
害
犠
牲
者
を
は
じ
め
と
す
る

物
故
者
追
悼
の
祈
り
を
通
し

て
、
世
界
平
和
に
つ
な
が
る
基

盤
構
築
に
努
め
る
」
と
修
正
、

追
記
し
た
。

　
次
に
、
将
来
構
想
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
組
織
事
業
部
会
か

ら
、
総
支
部
・
協
議
会
の
今
後

の
運
営
方
針
や
新
宗
連
本
部
関

連
事
業
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
る
進
捗
状
況
お
よ
び
、
今

後
の
進
め
方
や
令
和
５
年
度
末

の
答
申
を
目
指
し
て
い
る
こ
と

を
報
告
し
た
。

　
理
事
会
の
議
事
終
了
後
の
学

習
会
で
は
、
北
海
道
大
学
大
学

院
教
授
の
櫻
井
義
秀
氏
が
世
界

平
和
統
一
家
庭
連
合
（
旧
統
一

教
会
）
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ

い
て
詳
細
に
解
説
し
、
質
疑
を

行
っ
た
。

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
信
教
の
自
由

を
守
ろ
う
」
に
関
す
る
座
談
会

は
９
月

日
午
後
１
時
か
ら
、

東
京
・
代
々
木
の
新
宗
連
会
館

で
開
催
さ
れ
た
。
東
京
大
学
名

誉
教
授
の
島
薗
進
氏
と
新
宗
連

信
教
の
自
由
委
員
会（
信
教
委
）

元
委
員
長
の
本
山
一
博
氏
（
玉

光
神
社
宮
司
）
を
交
え
、
信
教

委
委
員
と
新
宗
連
青
年
会
代
表

者
が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
、
信
教
委
委
員
の
武
藤

亮
飛
氏
（
宗
教
心
理
学
研
究
所

副
所
長
）
が
「
新
宗
連
と
『
信

教
の
自
由
』
」
と
題
し
、
新
宗

連
結
成
の
経
緯
や
信
教
の
自
由

を
巡
る
活
動
に
つ
い
て
、
ス
ラ

イ
ド
で
概
要
を
説
明
し
た
。

　
そ
の
後
、
信
教
委
の
鈴
木
裕

治
委
員
長（
妙
智
會
教
団
理
事
）

が
進
行
役
を
務
め
、
島
薗
氏
と

本
山
氏
が
新
宗
連
の
行
っ
て
き

た
活
動
に
対
す
る
評
価
を
解
説

し
た
。

　
続
い
て
、
新
宗
連
青
年
会
副

委
員
長
の
岡
野
孝
行
氏
（
解
脱

会
青
年
本
部
長
）
が
信
教
委
の

現
在
の
活
動
に
つ
い
て
、
ま
た

信
教
委
副
委
員
長
の
力
久
道
臣

氏
（
善
隣
教
教
主
）
が
現
代
社

会
に
お
け
る
「
信
教
の
自
由
」

侵
害
の
危
険
性
や
現
実
性
に
つ

い
て
質
問
。
今
後
予
想
さ
れ
る

危
機
と
、
新
宗
連
へ
の
期
待
や

役
割
な
ど
に
つ
い
て
出
席
者
で

意
見
を
交
わ
し
た
。

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
信
仰
心
を
広

め
よ
う
」
に
関
す
る
座
談
会
は

９
月

日
午
後
１
時
か
ら
、
新

宗
連
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
宮

本
惠
司
氏（
妙
智
會
教
団
法
嗣
）

と
岡
野
英
夫
氏
（
解
脱
会
理
事

長
）
、
杉
浦
妙
周
氏
（
福
聚
の

会
会
長
）
、
平
松
千
明
氏
（
大

和
教
団
事
務
総
長
）が
出
席
し
、

司
会
は

周
年
特
別
委
員
会
の

仙
波
達
治
委
員
が
務
め
た
。

　
座
談
会
は
冒
頭
、
「
標
語
」

掲
示
（
１
９
６
５
年
）
か
ら
、

新
宗
連
結
成

周
年
を
機
に
三

つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
制
定
（
２

０
０
１
年
）
、
結
成

周
年
を

迎
え
新
た
に
「
信
仰
心
を
広
め

よ
う
」を
制
定（
２
０
０
６
年
）

し
た
経
緯
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
込

め
ら
れ
た
意
義
が
説
明
さ
れ

た
。
こ
れ
を
受
け
、
各
出
席
者

が
「
信
仰
心
を
広
め
よ
う
」
の

受
け
止
め
方
や
、
自
身
の
信
仰

確
立
に
い
た
っ
た
出
来
事
、
功

徳
や
救
い
の
体
験
も
披
歴
さ

れ
、
信
仰
心
が
い
か
に
大
切
で

あ
る
か
が
語
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
次
世
代
へ
の
信
仰
継

承
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
る
意

義
、信
仰
心
を
広
め
る
た
め
に
、

新
宗
連
お
よ
び
各
教
団
が
今
、

で
き
る
こ
と
は
何
か
な
ど
、
課

題
と
展
望
に
つ
い
て
、
布
教
現

場
で
の
実
践
例
や
具
体
的
提
案

な
ど
示
唆
に
富
ん
だ
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
。

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
関
す
る
座
談

会
は

月

日
に
「
世
界
の
平

和
に
貢
献
し
よ
う
」
、
同
月


日
に「
宗
教
協
力
を
進
め
よ
う
」

が
開
催
さ
れ
る
。

　
「
長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
並

び
に
平
和
祈
願
式
典
」
は

月


日
午
前

時
か
ら
、
長
崎
市

の
原
子
爆
弾
落
下
中
心
地
碑
前

で
執
り
行
わ
れ
た
。

　
新
宗
連
を
代
表
し
て
、
石
倉

寿
一
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
し
た

後
、
献
水
、
献
香
、
献
花
が
行

わ
れ
、
力
久
道
臣
・
九
州
総
支

部
会
長
（
新
宗
連
常
務
理
事
）

と
新
宗
連
結
成

周
年
特
別
委

員
会
の
仙
波
達
治
委
員
と
柿
澤

伸
光
委
員
が
祭
壇
前
に
進
み

「
慰
霊
と
鎮
魂
の
祈
り
」
を
奏

上
し
た
。

　
そ
し
て
長
崎
に
投
下
さ
れ
た

原
子
爆
弾
で
亡
く
な
ら
れ
た
御

霊
の
平
安
と
世
界
の
平
和
を
祈

願
し
て
参
列
者
全
員
で
黙
祷
を

捧
げ
た
。

　
こ
の
後
、
崇
教
眞
光
、
善
隣

教
、
大

會
教
団
、
大
法
輪
台

意
光
妙
教
会
、
立
正
佼
成
会
に

よ
り
教
団
別
礼
拝
を
行
っ
た
。

　
続
い
て
、
島
津
静
子
さ
ん

（
立
正
佼
成
会
）
が
「
平
和
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
発
表
し
た
。

島
津
さ
ん
は
母
親
の
被
爆
体
験

を
通
し
て
、
自
身
の
被
爆
２
世

と
し
て
の
葛
藤
や
、
目
の
前
で

起
こ
る
現
象
に
よ
っ
て
、
気
付

か
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
を
語
っ
た
。
そ
の
上

で
、
長
年
に
わ
た
り
原
爆
死
没

者
の
慰
霊
供
養
を
続
け
て
い
る

こ
と
を
通
し
て
、「
私
自
身
が
、

命
を
繋
い
で
い
た
だ
い
た
者
の

役
割
と
し
て
、
原
爆
死
没
者
の

お
陰
で
今
の
平
和
が
あ
る
こ
と

を
伝
え
、
他
国
で
の
戦
争
を
通

し
て
痛
み
を
分
か
ち
合
い
、
心

か
ら
平
和
を
願
え
る
子
供
た
ち

の
育
成
に
努
め
た
い
」
と
の
決

意
を
述
べ
た
。

　
最
後
に
、
長
崎
県
協
議
会
の

松
本
匡
代
事
務
局
長
が
参
列
者

へ
の
謝
辞
を
述
べ
た
後
、
「
あ

ら
た
め
て
非
戦
の
気
持
ち
を
強

く
持
ち
、
世
界
の
平
和
に
向
け

て
祈
り
続
け
ま
す
」
と
思
い
を

述
べ
、
参
加
者
全
員
が
献
花
を

行
い
閉
式
し
た
。

　
「
広
島
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
並

び
に
平
和
祈
願
式
典
」
は
翌


日
午
前

時
か
ら
、
広
島
市
の

平
和
記
念
公
園
内
の
原
爆
供
養

塔
前
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　
新
宗
連
を
代
表
し
て
、
石
倉

理
事
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

献
香
、
代
表
者
献
花
、
参
列
者

に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
、
石
倉

理
事
長
と
新
宗
連
結
成

周
年

特
別
委
員
会
の
小
池
繁
昭
委
員

と
仙
波
達
治
委
員
が
祭
壇
前
に

進
み
、「
慰
霊
と
鎮
魂
の
祈
り
」

を
奏
上
し
た
。

　
そ
し
て
広
島
に
投
下
さ
れ
た

原
子
爆
弾
で
亡
く
な
ら
れ
た
御

霊
の
平
安
と
世
界
の
平
和
を
祈

願
し
て
参
列
者
全
員
で
黙
祷
を

捧
げ
た
。

　
こ
の
後
、
円
応
教
、
松
緑
神

道
大
和
山
、
崇
教
眞
光
、
善
隣

教
、
大

會
教
団
、
大
法
輪
台

意
光
妙
教
会
、
立
正
佼
成
会
の

順
に
教
団
別
礼
拝
を
行
っ
た
。

　
続
い
て
、
岸
田
弘
子
さ
ん

（
Ｈ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ヒ

ロ
シ
マ
宗
教
協
力
平
和
セ
ン
タ

ー
）
が
「
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
を
発
表
し
た
。
岸
田
さ
ん

は
、
自
身
の
被
爆
体
験
に
つ
い

て
、
絵
を
示
し
な
が
ら
語
り
、

被
爆
の
悲
惨
さ
を
訴
え
た
。
そ

し
て
「
私
の
命
の
あ
る
限
り
、

広
島
に
訪
れ
る
人
と
の
出
会
い

を
通
し
て
、
８
月
６
日
の
事
実

を
言
葉
に
し
、
声
に
出
し
、
世

界
平
和
の
実
現
に
向
け
、
伝
え

て
ま
い
り
ま
す
」
と
力
強
く
語

っ
た
。

　
最
後
に
、
中
国
総
支
部
の
原

章
雄
副
会
長
が
参
列
者
へ
の
謝

辞
を
述
べ
た
後
、
「
宗
教
者
と

し
て
深
く
祈
り
、
皆
さ
ん
の
平

和
へ
の
大
き
な
願
い
を
形
に
し

て
い
く
こ
と
を
、
犠
牲
者
の
御

霊
の
前
で
誓
い
ま
す
」と
述
べ
、

閉
式
し
た
。

　新宗連は（平成）年、北朝鮮
による拉致問題の風化を防ぎ拉致被害

者の即時帰国に向けた「祈りのことば」を作成。翌年に
は北朝鮮情勢の平和解決に向け、新たな「祈りのことば」
を作成した。（平成）年には朝鮮半島情勢を含め、
日韓関係、米中関係、香港や台湾、中東問題など看過で

きない世界中の争いの火種が鎮まることを願い、「祈り
のことば」を改訂。（令和３）年１月、新型コロナに
よる犠牲者追悼と早期終息の一文を加えた。ロシアのウ
クライナ侵攻、アジア各地の人道危機、台湾有事など、
より真剣に平和を願う「祈りのことば」の新宗連での会
合や各教団の祭事などでの読み上げ継続を訴える。




